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【
第
六
九
回
研
究
例
会
　〈
怪
異
〉の
聞
き
方
・
書
き
取
り
方
─〈
口
承
〉研
究
の
視
点
か
ら
】

学
校
の
怪
談
と
都
市
伝
説

大 

島　

廣 

志

近
代
の
記
録

「〈
怪
異
〉
の
聞
き
方
・
書
き
取
り
方
│〈
口
承
研
究
〉
の
視
点
か
ら
│
」

と
い
う
テ
ー
マ
な
の
で
、
学
校
の
怪
談
を
中
心
に
口
承
文
芸
関
係
者
の
記

録
か
ら
、〈
怪
異
〉
の
書
き
取
り
方
に
つ
い
て
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
学

校
に
出
現
す
る
怪
異
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
、
佐
々
木
喜
善

の
『
奥
州
の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
』（
一
九
二
〇　

玄
文
社
）
に
収
め
ら
れ
て
い

る
岩
手
県
遠
野
の
次
の
話
で
あ
ろ
う
。

① 

土
淵
村
字
本
宿
に
在
る
村
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
、
一
時
ザ
シ
キ

ワ
ラ
シ
が
出
る
と
云
ふ
評
判
が
あ
つ
た
。
諸
方
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
見

に
来
た
も
の
で
あ
る
。
児
童
が
運
動
場
で
遊
ん
で
を
る
と
、
見
知

ら
ぬ
一
人
の
子
供
が
交
つ
て
遊
ん
で
ゐ
た
り
、
ま
た
体
操
の
時
な

ど
、
ど
う
し
て
も
一
つ
余
計
な
番
号
の
声
が
し
た
と
云
ふ
。
そ
れ

を
見
た
者
は
、
常
に
尋
常
一
年
の
小
さ
い
子
供
ら
の
組
で
、
其
等

が
其
所
に
を
る
な
ど
ゝ
云
つ
て
も
、
他
に
は
見
え
な
か
つ
た
の
で

あ
る
。
遠
野
町
の
小
学
校
か
ら
も
見
に
来
た
が
、
見
た
者
は
や
つ

ぱ
り
一
年
生
の
子
供
等
ば
か
り
だ
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
毎
日
の
や

う
に
出
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
頃
の
話
で
あ
る
。

続
い
て
こ
の
遠
野
町
の
小
学
校
に
出
現
し
た
「
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
」
の
記

述
が
あ
る
。

② 

二
十
四
五
年
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
毎
晩
九
時
頃
に
な
る
と
、

一
人
の
白
い
衣
物
を
着
た
六
七
歳
の
童
子
が
、
玄
関
か
ら
入
つ
て

来
て
教
室
の
方
へ
ゆ
き
、
机
椅
子
な
ど
の
間
を
潜
つ
て
楽
し
さ
う

に
遊
ん
で
を
る
。
か
ぶ
き
れ
頭
で
あ
つ
た
と
云
へ
ば
、
多
分
ザ
シ

キ
ワ
ラ
シ
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。
い
つ
か
友
人
の
伊
藤
と
い
ふ

人
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

こ
の
二
つ
の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
の
話
は
、
数
あ
る
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
譚
に
分

類
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
学
校
と
い
う
場
が
意
識
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

③ 

明
治
末
年
、
鹿
児
島
県
種
子
島
の
野
間
小
学
校
に
夜
毎
濡
れ
嫁
じ
ょ

う
（
洗
い
髪
の
女
）
が
現
わ
れ
た
と
い
う
（
下
野
敏
見
氏
の
回
答
）（
１
）。

④ 

一
九
二
二
年
の
こ
ろ
、
徳
島
県
立
農
業
高
校
の
寄
宿
舎
か
ら
火
の

玉
が
見
え
た
（
多
田
志
津
夫
氏
の
回
答
）。

⑤ 

昭
和
初
期
、
島
根
県
松
江
の
あ
る
寄
宿
舎
に
、
夜
中
盆
踊
り
歌
を

う
た
う
亡
霊
が
現
わ
れ
た
（
浅
沼
博
氏
の
報
告
）。

⑥ 
一
九
三
二
年
こ
ろ
、
広
島
県
の
旧
制
中
学
の
寄
宿
舎
に
、
夜
中
結

核
で
死
亡
し
た
生
徒
の
霊
が
図
書
館
の
机
に
座
っ
て
い
た
（
佐
々

木
哲
朗
氏
の
回
答
）。

⑦ 

一
九
三
五
年
こ
ろ
、
福
井
県
福
井
市
の
女
子
師
範
学
校
に
、
夜
中
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首
を
つ
っ
て
死
ん
だ
女
子
学
生
の
幽
霊
が
現
わ
れ
た
（
藤
井
則
行

氏
の
回
答
）。

①
〜
⑦
ま
で
は
、
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
、
火
の
玉
、
妖
怪
、
亡
霊
な
ど
、
従
来

か
ら
語
ら
れ
て
い
た
伝
承
的
怪
異
が
学
校
と
い
う
場
に
現
わ
れ
た
と
い
う

話
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九
三
五
年
以
降
も
続
く
。

⑧ 

一
九
三
七
年
こ
ろ
、
岩
手
県
釡
石
市
の
あ
る
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
、

夜
プ
ー
ル
で
死
ん
だ
子
ど
も
が
泣
く
と
い
い
、
そ
れ
は
座
敷
ぼ
っ

こ
が
泣
い
た
と
か
、
座
敷
ぼ
っ
こ
が
出
て
き
て
死
ん
だ
人
達
の
霊

を
慰
め
た
と
伝
わ
る
（
傍
島
昭
子
氏
の
回
答
）。

⑨ 

一
九
三
七
、八
年
の
こ
ろ
、福
島
県
会
津
若
松
市
の
鶴
城
小
学
校
に
、

夜
に
な
る
と
運
動
場
に
鬼
火
が
燃
え
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
（
竹

内
智
恵
子
氏
の
回
答
）。

⑩ 

一
九
三
八
年
の
こ
ろ
、
山
形
上
山
市
上
山
小
学
校
に
、
う
す
暗
く

な
っ
た
こ
ろ
中
二
階
の
教
室
に
行
く
と
ノ
ッ
ペ
ラ
ボ
ウ
が
出
た（
武

田
正
氏
の
回
答
）。

⑪ 

一
九
四
〇
年
の
こ
ろ
、
兵
庫
県
池
田
小
学
校
に
、
夜
宿
直
し
て
い

る
と
鎧
を
着
た
人
た
ち
が
歩
く
音
が
し
た（
有
末
省
三
氏
の
報
告
）。

こ
の
⑧
〜
⑪
ま
で
は
、
座
敷
ぼ
っ
こ
、
鬼
火
、
ノ
ッ
ペ
ラ
ボ
ウ
、
亡
霊
の

出
現
で
伝
承
的
怪
異
に
属
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
学
校
の
怪
異
に

少
な
か
ら
ず
の
変
化
が
起
き
て
い
る
。
特
に
学
校
の
便
所
で
は
、
従
来
の

話
柄
と
は
異
な
る
話
が
あ
ち
こ
ち
で
語
ら
れ
て
い
た
。

⑫ 

一
九
三
六
年
の
こ
ろ
、
長
野
県
南
安
曇
郡
豊
科
町
豊
科
小
学
校
で

の
話
。
学
校
の
お
便
所
に
入
ろ
う
と
す
る
と
マ
ン
ト
を
着
た
男
の

人
が
い
て
、「
赤
い
マ
ン
ト
が
ほ
し
い
か
、
青
い
マ
ン
ト
が
ほ
し
い

か
」
と
聞
く
。「
赤
い
マ
ン
ト
が
ほ
し
い
」
と
答
え
る
と
、
ナ
イ
フ

で
刺
さ
れ
、
真
赤
な
血
に
染
ま
っ
て
死
に
、「
青
い
マ
ン
ト
が
ほ
し

い
」
と
答
え
る
と
、
体
中
の
血
を
吸
わ
れ
真
っ
青
に
な
っ
て
死
ぬ

と
い
う
（
塩
原
恒
子
氏
の
回
答
）。

⑬ 

一
九
四
三
年
の
こ
ろ
、静
岡
女
子
師
範
学
校
で
の
話
。
ト
イ
レ
に
入
っ

て
紙
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
、「
青
い
紙
が
い
い
か
、

赤
い
紙
が
い
い
か
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
、「
赤
い
紙
が

い
い
」
と
答
え
た
ら
、
そ
の
人
は
真
赤
に
染
ま
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
話
で
す
。
学
校
で
の
噂
で
す
。（
吉
田
香
奈
江
氏
の
回
答
）。

⑭ 

一
九
四
三
、四
年
の
こ
ろ
、
岡
山
市
内
の
旧
制
中
学
の
寄
宿
舎
で
の

こ
と
。
夜
、
便
所
に
い
っ
た
ら
天
井
の
方
か
ら
、「
白
い
手
が
い
い

か
、
赤
い
手
が
い
い
か
、
青
い
手
が
い
い
か
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
、
冷
た
い
も
の
に
お
尻
を
触
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
あ
と
で
調

べ
て
み
る
と
、
以
前
そ
の
便
所
で
寄
宿
生
の
ひ
と
り
が
首
つ
り
自

殺
を
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
（
山
内
靖
子
氏
の
報
告
）。

「
赤
い
マ
ン
ト
が
ほ
し
い
か
、
青
い
マ
ン
ト
が
ほ
し
い
か
」「
青
い
紙
が
い

い
か
、
赤
い
紙
が
い
い
か
」「
白
い
手
が
い
い
か
、
赤
い
手
が
い
い
か
、
青

い
手
が
い
い
か
」
な
ど
と
い
う
声
が
便
所
に
入
っ
て
い
る
時
に
聞
こ
え
る

と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
従
来
の
伝
承
的
怪
異
を
語
る
話
に
は
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
時
代
の
状
況
と
モ
チ
ー
フ
が
ど
う
リ
ン
ク
し
て
い
る
か
定
か
で

は
な
い
が
、「
赤
い
紙
」
が
恐
ろ
し
い
と
い
う
の
は
、
一
九
四
一
年
に
太
平

洋
戦
争
に
突
入
し
た
日
本
人
に
と
っ
て
「
赤
紙
」（
軍
隊
の
招
集
令
状
の
俗
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称
）
と
か
か
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
便
所
の
「
赤
い
紙
」
の
恐
怖
は
今
日

ま
で
続
き
、
学
校
便
所
の
怪
談
の
定
番
に
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
話

に
つ
い
て
は
常
光
徹
氏
が
『
学
校
の
怪
談
』（
一
九
九
三　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
）
で
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
前
期
の
学
校
を
場
と
し
た
話
を
掲
げ
て
き
た
が
、

注
目
で
き
る
の
は
④
⑤
⑥
⑦
⑬
⑭
に
傍
線
を
施
し
た
師
範
学
校
の
寄
宿
舎

や
旧
制
中
学
の
寄
宿
舎
や
高
校
の
寄
宿
舎
で
あ
る
。
各
県
に
置
か
れ
た
師

範
学
校
寄
宿
舎
の
怪
談
の
場
の
一
例
を
掲
げ
る
。

⑮ 

「
青
森
師
範
の
七
不
思
議
」
わ
た
し
は
昭
和
十
六
年
青
森
師
範
学

校
に
入
学
し
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
こ
の
七
不
思

議
の
怪
談
は
、
昭
和
十
六
年
の
一
年
生
か
ら
十
七
年
の
二
年
生
に

か
け
て
、
上
級
生
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。（
中
略
）。
師
範
学
校

は
全
寮
制
度
で
あ
っ
た
。
小
雨
の
降
る
夜
、
上
級
生
の
室
長
が
、

ロ
ー
ソ
ク
一
本
を
灯
も
し
て
、
じ
わ
じ
わ
と
こ
の
学
校
の
怪
談
を

聞
か
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、そ
の
後
暗
い
学
校
の
ど
こ
か
へ
行
っ

て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
試
胆
会
」
と
い
わ
れ
た（
２
）。

師
範
学
校
は
全
寮
制
だ
か
ら
学
生
は
皆
寄
宿
舎
に
入
り
、
そ
こ
で
「
試

胆
会
」
の
洗
礼
を
受
け
る
。
青
森
師
範
で
は
「
十
三
階
段
・
あ
か
ず
の
便

所
・
血
染
め
の
カ
ヤ
・
鳴
り
出
す
ピ
ア
ノ
・
ア
ミ
ダ
寺
の
怪
」
が
七
不
思

議
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
ア
ミ
ダ
寺
の
怪
」
と
は
、
一
般
に

「
見
た
な
ぁ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
話
で
、
こ
れ
は
山
形
師
範
学
校
、
福
井

師
範
学
校
、
旧
制
岡
山
第
一
中
学
校
の
寄
宿
舎
で
も
語
ら
れ
て
い
た（
３
）。

遠

隔
地
の
学
校
で
同
じ
内
容
の
話
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
伝
播
す

る
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
師
範
学
校
の
卒
業
生
の
大
半
は
学
校

の
教
員
と
な
っ
た
。
任
地
の
学
校
で
「
試
胆
会
」
の
怪
異
も
し
く
は
そ
れ

に
類
し
た
怪
異
を
語
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。「
試
胆
会
」

と
は
い
わ
ゆ
る
「
肝
だ
め
し
」
の
漢
語
的
表
現
で
あ
り
、
一
九
一
五
年
の

『
日
本
少
年
』
一
二
月
号
に
松
山
思
水
の
「
試
胆
会
」
と
い
う
童
話
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
読
む
機
会
は
な
い
が
、
大
正
初
期
に
は
す
で
に
使
用

さ
れ
て
い
た
語
と
い
え
る（
４
）。

師
範
学
校
に
限
ら
ず
、
旧
制
高
校
で
も
「
試
胆
会
」
は
行
わ
れ
て
い
た
。

⑯ 

旧
制
姫
路
高
校
の
寮
は
白
陵
寮
と
い
っ
て
六
棟
が
き
ち
ん
と
並
列

し
、
部
屋
数
は
全
部
で
六
十
、一
棟
一
棟
の
間
は
渡
り
廊
下
で
結
ば

れ
、
間
に
便
所
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
新
入
生
は
四
月
、
入
学
す
る

と
さ
っ
そ
く
開
か
れ
る
試
胆
会
で
先
輩
た
ち
の
語
る
怪
談
を
聞
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

 　

大
広
間
に
は
全
寮
生
が
並
び
、
八
十
本
の
ろ
う
そ
く
に
灯
が
と
も

さ
れ
る
。
先
輩
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
つ
ず
つ
、
話
を
す
る
ご
と
に

ろ
う
そ
く
の
灯
は
一
つ
ず
つ
、
消
さ
れ
て
い
く
。
夕
方
か
ら
始
ま
る

の
だ
が
、
百
近
い
物
語
と
あ
っ
て
終
わ
る
の
は
真
夜
中
、
最
後
の
ろ

う
そ
く
が
フ
ッ
と
吹
き
消
さ
れ
る
と
き
の
こ
わ
さ
は
い
い
よ
う
が
な

い
。
そ
れ
か
ら
暗
い
夜
道
を
肝
だ
め
し
に
出
て
い
く
の
だ
っ
た（
５
）。

こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
に
寄
宿
舎
と
い
う
学
校
に
お
け
る
集
団
生

活
の
場
が
「
学
校
の
怪
談
」
の
成
立
と
伝
承
と
拡
散
に
深
く
か
か
わ
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
資
料
の
書
き
取
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
太
平
洋
戦
争
以
前
の
資
料
一
六
点
の
う
ち
①
②
⑮
⑯
を
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除
い
て
は
松
谷
み
よ
子
編
『
現
代
民
話
考
7　
学
校
・
笑
い
と
怪
談
・
子

供
た
ち
の
銃
後
・
学
童
疎
開
・
学
徒
動
員
』（
一
九
八
七　

立
風
書
房
）
か

ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昔
話
の
調
査
が
主
流
で
あ
っ
た
敗
戦
前
の

口
承
文
芸
研
究
に
あ
っ
て
。
枠
外
の
学
校
の
怪
談
は
記
録
と
し
て
残
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
今
の
話
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
谷
み
よ
子
の
『
現
代
民
話
考
７
』
は
敗
戦
前

の
記
録
と
し
て
貴
重
な
書
と
い
え
る
。

で
は
松
谷
は
ど
の
よ
う
に
し
て
数
多
く
の
学
校
の
怪
談
を
記
録
で
き
た

の
か
。
そ
れ
は
民
話
愛
好
家
向
け
の
『
民
話
の
手
帖
』
と
い
う
雑
誌
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
雑
誌
の
中
に
料
金
受
取
人

払
の
は
が
き
を
は
さ
み
込
み
、
毎
回
の
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
い
つ
頃
の
話
、

事
件
の
お
こ
っ
た
場
所
、
誰
か
ら
、
話
の
あ
ら
す
じ
、
な
ど
を
書
い
て
投
函

し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
の
聞
き
書
き
で
は
、
全
国
的
規

模
で
大
正
・
昭
和
前
期
の
膨
大
な
学
校
の
怪
談
を
記
録
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
現
在
な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
方
法
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
唯
一
の
方
法

が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
資
料
収
集
で
あ
っ
た
ろ
う
。
高
齢
者
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
近
代
の
学
校
の
怪
談
の
諸
相
が
明

ら
か
に
な
り
、
こ
こ
で
は
数
多
く
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

二
、「
学
校
の
怪
談
」
ブ
ー
ム
前
後
と
都
市
伝
説

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
書
き
取
り
方
は
昔
話
記
録
で
も
行
わ
れ
て
き
た
。

一
九
〇
五
年
に
文
部
省
が
各
県
に
依
頼
し
て
え
ら
れ
た
報
告
書
が
最
初
で

あ
る
。
そ
の
結
果
は
現
在
福
岡
県
と
富
山
県
の
み
確
認
で
き
、
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
福
岡
の
分
は
「
福
岡
県
童
話
」
と
題
さ
れ
て
い
て
、
一
九
七
五

年
に
岩
崎
美
術
社
が
『
福
岡
昔
話
集
』
と
し
て
出
版
し
た
。
こ
れ
は
国
家

的
な
公
的
ア
ン
ケ
ー
ト
の
成
果
で
あ
っ
て
、
個
人
で
は
一
九
三
三
年
の
福

島
高
等
女
学
校
の
菊
田
ト
ヨ
氏
の
記
録
し
た
昔
話
ア
ン
ケ
ー
ト
が
最
も
古

い
の
で
は
な
い
か
。
菊
田
氏
は
一
九
三
三
年
の
冬
の
課
題
と
し
て
女
子
学

生
に
「
印
象
の
深
か
っ
た
お
話
」
を
提
出
さ
せ
た
。
そ
れ
が
『
福
島
高
女

民
話
集
』（
一
九
八
八
年　

ふ
る
さ
と
企
画
）
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
の
静

岡
県
立
女
子
師
範
学
校
郷
土
史
研
究
会
編
『
静
岡
県
伝
説
昔
話
集
』（
静
岡

谷
島
屋
書
店
）、
一
九
三
七
年
の
鈴
木
棠
三
編
『
川
越
地
方
昔
話
集
』（
川

越
女
子
高
の
記
録
。
民
間
伝
承
の
会
）、
一
九
四
一
年
の
武
田
明
編
『
西
讃

岐
昔
話
集
』（
丸
亀
高
等
女
学
校
郷
土
研
究
室
）、
そ
れ
ぞ
れ
夏
季
も
し
く

は
冬
季
休
暇
中
の
課
題
報
告
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
で
、
す
べ
て
女
子
学
生

の
記
録
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
と
い
え
る
。

一
九
三
六
年
の
柳
田
國
男
・
関
敬
吾
共
編
の
『
昔
話
採
集
手
帖
』（
民
間

伝
承
の
会
）
は
、
当
初
の
目
的
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
形
態
は
昔

話
収
集
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
話
を
多
く
の
人
か

ら
収
集
す
る
と
き
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
信
憑
性
に
問
題
を
残
す
も
の
の
有

効
な
方
法
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
今
日
ま
で
、
怪
異
譚
を
含
む
都
市
伝
説
資
料

収
集
に
も
学
校
で
学
生
に
回
答
を
求
め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
が
多
く
採
用

さ
れ
て
い
る
。
気
が
つ
い
た
著
作
を
次
に
掲
げ
る
。

一
九
八
六
年　

大
島
広
志
編
「
若
者
た
ち
の
こ
わ
い
話
Ⅰ
」（『
民
話
と
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文
学
の
会
会
報
』
四
七
号　

民
話
と
文
学
の
会
）
全
六
回
、
専
門
学
校
の

女
子
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
。

一
九
八
九
年　

岩
倉
千
春
編
「
ヤ
ン
グ
の
知
っ
て
い
る
こ
わ
い
話
１
」

（『
不
思
議
な
世
界
を
考
え
る
会
会
報
』
一
七
号　

不
思
議
な
世
界
を
考
え

る
会
）
現
在
刊
行
中
。
岩
倉
の
他
、
大
島
広
志
、
常
光
徹
、
樋
口
淳
、
三

原
幸
久
、
米
屋
陽
一
な
ど
の
会
員
に
よ
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が
主
。

一
九
九
七
年　

久
保
孝
夫
編
『
女
子
高
生
が
語
る
不
思
議
な
話
』（
青
森

県
文
芸
協
会
出
版
）。
編
者
が
一
九
九
二
年
か
ら
五
回
に
わ
た
っ
て『
大
妻
』

（
函
館
大
妻
高
校
）
に
掲
載
し
た
話
約
二
〇
〇
〇
話
の
中
か
ら
一
二
〇
〇
話

を
選
ん
だ
も
の
。
一
地
域
の
若
者
が
語
っ
て
い
る
最
大
の
怪
異
資
料
集
。

二
十
世
紀
末
の
口
承
文
芸
関
係
者
の
学
校
で
の
「
書
き
取
り
方
」
は
、

高
校
生
や
大
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が
主
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年

の
ジ
ャ
ン
・
ハ
ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ン
ヴ
ァ
ン
著　

大
月
隆
寛
・
菅
谷
裕
子
・

重
信
幸
彦
訳
『
消
え
る
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー　

都
市
の
想
像
力
の
ア
メ
リ
カ
』

（
新
宿
書
房
）
刊
行
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
都
市
伝
説
収
集
の
気
運
が
高
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
と
い
っ
て
も
、
そ
の
伝
承
経
路
と
し
て
「
友
だ
ち
か
ら

聞
い
た
」
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
つ
ま
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の

根
底
に
は
口
承
と
い
う
「
場
」
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
怪
文
書

今
日
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
怪
異
・
都
市
伝
説
の
記
録
と
い
う
方
法
と
と

も
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
話
が
展
開
す
る
時
代
に
入
っ

た
。
二
十
世
紀
末
に
あ
ち
こ
ち
で
語
ら
れ
て
い
た
「
日
本
だ
る
ま
」（
日
本

人
が
誘
拐
さ
れ
、
外
国
で
手
足
の
な
い
日
本
だ
る
ま
と
い
う
見
世
物
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
話
）
は
、
パ
ソ
コ
ン
使
用
者
の
格
好
の
ネ
タ
と
な
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
拡
散
し
て
い
っ
た
。
ま
た
「
橘
あ
ゆ
み
の
話
」（
暴

行
さ
れ
て
死
ん
だ
橘
あ
ゆ
み
の
恋
人
の
男
が
犯
人
探
し
を
し
、「
二
四
時

間
以
内
に
こ
の
メ
ー
ル
を
七
人
に
回
せ
、
メ
ー
ル
を
止
め
た
ら
殺
す
」
と

脅
迫
す
る
話
）
は
、
メ
ー
ル
を
回
せ
と
い
う
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
代
か
ら
流
行
し
た
幸
福
の
手
紙
は
幸
福
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
と

な
り
、
不
幸
の
手
紙
は
不
幸
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
と
な
っ
て
復
活
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
「
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
Ｈ
Ｐ
が

あ
る
ほ
ど
、
数
限
り
な
い
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
が
日
々
発
信
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
一
一
月
二
八
日
に
ス
マ
ホ
で
グ
ー
グ
ル
を
検
索
し
た
と
こ

ろ
、「
ゴ
メ
ン
な
さ
い
」
の
件
名
で
次
の
話
が
あ
っ
た
。

ゴ
メ
ン
な
さ
い

困
っ
て
き
た
か
ら
回
す
ね

ほ
お
っ
て
お
い
た
ら
本
当
に
か
か
っ
て

き
た
子
が
い
た
か
ん
だ

お
菊
ち
ゃ
ん
か
ら
の
電
話
が
な
る
前
に

こ
の
リ
ン
ク
（http://??-??/???

）

を
一
〇
人
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

送
ら
な
か
っ
た
り
、
自
分
か
ら
か
け
た
場
合
、
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夜
お
菊
ち
ゃ
ん
が
電
話
で
む
か
え
に
来
る
そ
う
で
す
。

最
近
い
た
ず
ら
メ
ー
ル
が
は
や
っ
て
い
ま
す
が

ち
ゃ
ん
と
回
さ
な
い
と
、
お
菊
ち
ゃ
ん
の
呪
い
が

あ
な
た
に
ふ
り
か
か
り
ま
す

　

夜
、
お
菊
ち
ゃ
ん
が
あ
な
た
の
足
を
も
ぎ
と
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
に
限
ら
ず
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
怖
い
話
系
、
偽
情

報
系
、
小
話
系
な
ど
多
数
の
怪
文
書
が
氾
濫
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
口

承
の
「
場
」
を
経
て
い
な
い
創
作
話
や
引
用
話
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
怪
文
書
の
「
書
き
取
り
方
」
の
特
色
が
あ
る
。

四
、
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ア
ー

最
後
に
「〈
怪
異
〉
の
聞
き
方
」
に
つ
い
て
の
新
た
な
「
場
」
を
報
告
す

る
。
若
者
の
間
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
怪
異
と
接
す
る
の
が
主

流
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
一
方
で
、
怪
異
の
場
へ
行
き
、
怪
異
の
語
り

手
か
ら
直
接
に
怪
異
を
聞
く
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

島
根
県
松
江
と
い
え
ば
『
怪
談
』
の
著
者
小
泉
八
雲
の
名
が
す
ぐ
に
浮

か
ぶ
。
そ
の
松
江
で
八
雲
の
曽
孫
小
泉
凡
氏
の
提
唱
に
よ
り
、
ゴ
ー
ス
ト

ツ
ア
ー
が
随
時
行
わ
れ
て
い
る
。
松
江
城
内
か
ら
日
没
と
と
も
に
出
発
し

た
参
加
者
は
手
に
懐
中
電
灯
を
持
ち
、
松
江
城
の
ギ
リ
ギ
リ
井
戸
・
日
照

寺
・
清
光
院
・
大
雄
寺
を
訪
ね
松
江
城
大
手
前
で
解
散
。
小
泉
八
雲
の
再

話
し
た
「
怪
談
」
ゆ
か
り
の
地
で
参
加
者
は
ガ
イ
ド
の
語
る
「
怪
談
」
を

聞
く
と
い
う
二
時
間
の
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
は
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
が
走
り
、
車
内
で
怪
談

を
聞
い
て
そ
の
場
所
に
行
く
ツ
ア
ー
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
、
エ

ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
に
も
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ア
ー
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
他
に
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ア
ー
の
日
本
版

と
し
て
は
島
根
県
松
江
は
最
適
の
地
と
い
え
よ
う
。
怪
談
の
素
地
と
観
光
と

が
合
致
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
松
江
以
外
で
も
今
後
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。
東
京
都
内
も
ゴ
ー
ス
ト
ツ
ア
ー
の
成
立
す
る
地
域
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
「
場
」
で
の
怪
異
譚
の

拡
散
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
は
対
面
す
る
語
り
手
か
ら
怪
異
譚
を
聞
い
て
楽

し
む
「
場
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
日
の
状
況
で
あ
る
。

※
本
稿
は
二
〇
一
五
年
十
二
月
五
日
に
國
學
院
大
学
で
行
わ
れ
た
日
本
口

承
文
芸
学
会
研
究
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
一
部
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

注（
1
） 

③
〜
⑭
は
松
谷
み
よ
子
編
『
現
代
民
話
考
7　
学
校　

笑
い
と
会

談
・
子
供
た
ち
の
銃
後
・
学
童
疎
開
・
学
徒
動
員
』（
一
九
八
七　

立
風
書
房
）
に
よ
る
。
回
答
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
。
報
告
は
編
者

の
書
物
か
ら
の
引
用
。
す
べ
て
筆
者
が
要
約
し
て
載
せ
た
。

（
2
） 

北
彰
介
編
『
青
森
県
の
怪
談
』
一
九
七
二　
青
森
県
児
童
文
学
研
究
会

（
3
） 
注
（
1
）
に
同
じ
。

（
4
） 
鳥
越
信
編
『
日
本
児
童
文
学
史
年
表
１
』
一
九
七
五　

明
治
書
院

（
5
） 

松
谷
み
よ
子
・
瀬
川
拓
男
編
『
現
代
の
民
話
』
一
九
七
四　
角
川
書
店

 

（
お
お
し
ま
・
ひ
ろ
し
／
國
學
院
大
學
）


